
地域におけるグリーン電力証書の需要創出モデル事業 について

1.目的

【支援①】住宅用太陽光補助金等 【支援②】新たな買取制度

民間資金を活用した住宅用太陽光発電の環＋

他の制度等での支援策
自家使用分の環境価値をグリーン電力証書と
して活用することを促進し、住宅用太陽光発

電設置に対する経済的支援を強化

民間資金を活用した住宅用太陽光発電の環
境価値の活用・買取制度を立ち上げ、自治
体と地元企業とのパートナーシップによる
ソーラーのまちづくりを推進

住宅用太陽光補助金、新たな買取制度等と相
まって 設置費用回収の早期化を図り 全国

＋

まって、設置費用回収の早期化を図り、全国
津々浦々にわたって住宅用太陽光発電を抜本
的に普及

2.事業の概要

ソーラーのまちづくり推進協議会

自治体が地元商工会議所等に呼びかけて設立
事務

グリーン電力証書の発行・とりまとめ団体地元企業 地域内の
太陽光発電設置世帯

（事務局は自治体）

メンバーは、カーボンオフセットのためにグリーン
電力証書の購入を継続的に行おうとする地元企業、
市民団体等
太陽光発電設置世帯、購入事業者を募集太陽光発電設置世帯、購入事業者を募集
証書の活用方法、優遇措置等を検討グリーン

電力証書
環境価値

製品へのグリーン・
エネルギー・マーク添付
イベント等での活用

【自治体の優遇措置例】

協議会運営、メーター

設置、証書化手続等の
費用補助

庁舎の電力調達時にグリーン電力
購入量を評価（神奈川県等）
公的報告制度での活用（東京都、
京都府）等


